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（目的） 
供用されている舗装損傷状況から、現行の設計・施工方法について考えてみることにした。 

（概要） 
とある管内の路面性状調査結果のデータを利用した。 
設計で期待していた期間より早く修繕を行うこととなった箇所を抽出し、その要因を考えた。 

 
 道路の利用（社会状況）と気候や支持地盤（自然状況）が組み合わさることにより、従来の
設計方法では耐久性が不足する箇所があると推察した。 
 特に大型車交通量が一定量を超える区間では耐久性に支障が現れる傾向が見られた。 
 一方で交通量が少ないものの、早期に損傷が現れている箇所もあった。 
 

（成果） 
 供用されている道路の現状把握と今後の課題について考察できた。 
 
現行の設計・施工基準で整備された道路は、路線・区間により舗装損傷程度に差が生じてい

ることが改めて確認できた。このことにより、計画時に期待した耐久性を満たしていない区間
が少なくないことがわかった。 
このような区間に現行の手法を継続する場合は、修繕計画を短く設定することになると考え

る。または、十分な耐久性を満たすための調査、設計、施工方法を取り入れていく必要がある。 
その際には共通する部分、箇所ごと対策があると思うが、共通する部分の対策について探求し
ていくことは公益性があると考える。 
一方で、十分な耐久性を示している区間には現行の設計・施工方法は有効であると考える。 
 
今後は類似箇所との比較、専門家との意見交換を行うなどして知見を集約していくことも必

要である。 
 




